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地区資源分別収集の概要について
①地区資源分別収集のこれまでの経緯
平成７年に法が制定され、容器包装廃棄物の削減に取り組むことが義務付けられた。

この法の制定を受け、町の地区資源分別収集は、ごみの１０％以上の減量を実現する
ため、平成９年７月から開始した。開始当初の収集品目は、缶（アルミ、スチール）、
ガラス瓶（透明、茶、青緑、黒）、紙パック、紙（新聞、雑誌、段ボール）及び古着。
収集日は現在と同様。
収集場所の分別指導は、廃棄物減量等推進員（平成２０年度廃止）が実施。平成２

１年度からは、推進員廃止に伴い、各地区からボランティアを出してもらうことと
なった。
②奨励金額

１

平成２０年度まで 平成２１年度から

基礎額 ８，０００円
(容器包装4,000円、紙資源4,000円)

１２，０００円
(容器包装8,000円、紙資源4,000円)

売上金 地区ごとの収集量に応じて按分し配分

収集量額 収集量×５円／㎏



③収集品目追加・廃止歴

２

年代 品 目 追加・廃止

H10 ペットボトル 追加

H12 食品トレー 追加

H14 容器包装プラスチック 追加

H22 発泡スチロール、金物類 追加

R7 食品トレー、容器包装プラスチック、発泡スチロール 廃止



地区資源分別収集の課題について

３

課題①
ボランティアの高齢化や自治会加入者の減少により、ボランティアの担い手不足

が続いている。このままでは地区での管理運営が困難になりつつある。
令和７年４月からプラスチック容器包装類の収集を廃止したため、ボランティア

の負担は軽減したものの、担い手不足の課題は解決できていない。
以上のことから年々シルバー人材センターへの委託地区が増加している。

課題②
令和６年度決算審査意見書において、監査委員から町の団体への補助助成金につ

いて、見直しをすることが求められている。

【参考】R７年度シルバー人材センター委託地区
伊勢山１・２・３、栄、諏訪、青塚３、西之町２、九十野、新田１・３ 計１０地区



①地区資源分別収集の運営管理について、今後も地区で運営管理を継続していくか又
は町で運営管理することに変更するか地区の意見を聞くため、アンケートを実施し
た。

アンケート送付先…地区委員２７地区
アンケート実施時期…１０月上旬～１１月中旬

【アンケート内容】
Ｑ１ 今後の地区資源集積所の運営方法について、次の中からお選びください。

ア 町で管理・運営する
※この場合、各地区へ交付している奨励金はございません。

イ これまでどおり地区で管理・運営する
※従前通り、奨励金をお支払いいたします。

ウ その他

Ｑ２ 上記を選んだ理由をお聞かせください

Ｑ３ 町に望む支援や改善してほしい点などありましたらご記入ください。

課題解決への取組み

４



【アンケート結果】

５

Q1

選 択 項 目 件 数 割 合

ア 町で管理運営 ３ 11.1%

イ 地区で管理運営 ２２ 81.5%

ウ その他 ２ 7.4%

計 ２７ 100.0%

８割強の地区が今後も地区で管理運営することを選択した。選択理由の多くは、
奨励金を地区の運営の当てにしているというものであった。
その他２地区についても判断しかねるが今のままでいいのではないかという意
見であり、回答「イ」に近いものであった。



６

Q2

選 択 理 由

ア

・担い手不足
・資源収集は行政の仕事である。
・高齢化により人材確保が困難である。
・自治会員の数が少ないため。

イ

・ボランティアが確保できている。
・奨励金が貴重な収入源となっている。（子ども会含め）
・奨励金の範囲内で、容器包装資源はシルバーに委託し、紙資源は子ども会にお願いしている。
・シルバーに委託しており、奨励金から委託金を支払い残りを、自治会運営資金としている。
委託手続き軽減よりも資金源のほうが痛手となるため、現状維持を希望する。

・資源分別収集の意義が自治会に十分浸透している。
・自宅から近いため、地区で管理したほうがよい。
・問題ないため。
・資源集積所が憩の場となっているため。
・できる限りは継続する。
・老人会に管理運用を一任しており、当該組織での運営が現在、健全なため。
・地区のことは地区でやる必要性がある。
・子供会にとって、重要な収入になっている。

ウ
・外部委託またはアルバイトを雇って、奨励金からそれに伴う人件費を払い、残った奨励金は
町内会費として運営になどに使う。

・双方に良し悪しがある点があり、判断しかねる。今まで通りでも問題ないかとも思う。
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Q3

町に望む支援、改善点
【地区資源収集に関して】
・ごみ収集時及び資源収集の日に出ている不法投棄も持って行ってほしい。
・資源集積所でプラスチックを回収しない旨を周知してほしい。
・町で管理運営する場合でも回収場所へ地区住民が持ち込むことからそれを促進するためにも、
資源回収奨励金はその委託費を差し引いた金額相当を地区へ支給してほしい。

・看板を新調してほしい。
・空港バッティングセンターの駐車場を間借りしているが、町からその費用が出ていない。
自治会から年１回のお礼と集積場所の草むしりをしている。

・不法投棄が多いため、抑止用の看板等を欲しい。
・複数拠点へのリサイクルステーション等の設置
・町主導による回収の取組み
・現状のボランティアがいなくなったときは、町で管理運営してほしい。
・世帯が少ないため、資源集積所の掃除当番が早くまわってくる。
・自治会、未加入者の世帯へのごみ集積に関わる事項の強化
【その他意見】
・自治会に加入してもらう方向に持っていってほしい。
・自治会加入者の減少を食い止めてほしい。
・転入者などにごみ分別などの説明を徹底してほしい。
・自治会の存続が大変問題視されており、解決策が見いだせると良いと思う。
・大山川、道路脇などの草刈りをもっとしてほしい。



②奨励金の減額を検討
・減額金額
基礎額計１２，０００円（容器包装８，０００円、紙資源４，０００円）

基礎額計 ８，０００円（容器包装４，０００円、紙資源４，０００円）

理由…令和７年度からプラスチック容器包装類（食品トレー、容器包装プラスチック、
発泡スチロール）を地区資源集積所での収集から廃止したため。また、地区委
員からも収集品目が減ったのに、奨励金は減額しないのかとの声があったため。
減額した分は令和７年度からプラスチック資源一括収集を開始、さらに令和８
年度からリチウムイオン電池等の電池類の路線収集を開始する（詳細は報告事
項にて説明）ため、その費用に充てる。

資源用袋

８

約800万円 約350万円



【参考】地区資源集積所の容器包装類の分別区分
令和６年度 令和７年度

空き缶 空き缶

空きびん 空きびん

紙パック 紙パック

ペットボトル ペットボトル

金物類 金物類

食品トレー

容器包装プラスチック

発泡スチロール
９



【参考】近隣市町状況調査
市 町 豊山町 名古屋市 北名古屋市 清須市 春日井市 小牧市 大口町 扶桑町 東郷町

❶収集方式

戸別？路線収集？集
積所？等

プラ…袋路線
収集
紙・ペットボ
トル・空きび
ん・空き缶な
ど…集積所or
ステーション

プラ…袋各戸
収集紙・ペッ
トボトル・空
きびん・空き
缶など…ス
テーション

プラ…袋路線
収集紙・ペッ
トボトル・空
きびん・空き
缶など…集積
所

プラ…袋路線
収集紙・ペッ
トボトル・空
きびん・空き
缶など…集積
所orステー
ション

プラ・紙・
ペットボト
ル・空きび
ん・空き缶な
ど…ステー
ション

プラ・紙・
ペットボト
ル・空きび
ん・空き缶な
ど…資源回収
場所（集積
所）or資源回
収ステーショ
ン

プラ・紙・
ペットボト
ル・空きび
ん・空き缶な
ど…集積所

プラ・紙・
ペットボト
ル・空きび
ん・空き缶な
ど…集積所

プラ・紙・
ペットボト
ル・空きび
ん・空き缶な
ど…集積所
（町内に1,000
か所以上）。

❷集積所・ステー
ションの運営主体

市町直轄？委託？自
治会？等

集積所…自治
会ステーショ
ン…町管理、
シルバー人材
センター委託

町内会など
場所は地域で
調整

自治会など 集積所…自治
会ステーショ
ン…市管理、
シルバー人材
センター委託。

ステーション
…市管理。
職員の常駐や
巡回はない

自治会
共同住宅は管
理会社

自治会など。 運営団体無し
地区の衛生委
員が一応責任
者

地区（自治会
など）
共同住宅は管
理会社

❸自治会等の場合、
奨励金は支払ってい
るか？

支払っている場合、
内訳は？

【集積所1か
所】
基礎額12,000
円
収集量額㎏
×5円
売上金
の合計（月）

保険環境委員
に支払い（団
体に対しては
支払っていな
い）。
費用弁償とし
て2,509～
3,501円

【集積所1か
所】管理費
4,000円+箱数
×単価（月）

【集積所・立
ち番】1区に
つき、世帯数
×330円
（年）
【ステーショ
ン】単価1,100
円×営業時間
×日数+管理
手数料 ※年
間600万円く
らい

補助無し
町内会等の自
主管理に任せ
ている。

1区で基礎額3
万円＋世帯数
×100円
（年）
※年間930万
円くらい
市内に129の
自治会有り

地区廃棄物減
量等推進員に
支払い（団体
に対しては支
払っていな
い）12,400円
（年）

地区衛生委員
に支払い。基
礎額16,000円
+世帯数×30
円（年）

補助無し
地区の自主管
理に任せてい
る。
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今後の方針
・運営
アンケート結果を踏まえ、令和８年度以降の地区資源分別収集の管理運営は従来通り、

地区での管理運営を基本とするものの、地区の実情に応じて、シルバー人材センターへの
委託がしやすい環境を整える。なお、「町の管理運営」を希望した地区については、町が
仲介をして、シルバー人材センターへ委託する。

・奨励金
８ページのとおり、プラスチック類の路線収集により、地区資源集積所で担っていた管

理運営の役割が縮小した。この変化を踏まえ、奨励金のうち「基礎額」についてのみ、月
１２，０００円から８，０００円に減額する。

令和７年１２月１７日付でアンケート結果及び奨励金の見直しについて地区委員へ報告
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